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水溶液とイオンについて、見通
しをもって観察、実験などを行
い、イオンと関連づけてその結
果を分析して解釈し、化学変化
における規則性や関係性を見
いだして表現しているとともに、
探究の過程を振り返るなど、科
学的に探究している。

水溶液とイオンに関する事物・
現象に進んでかかわり、見通し
をもったりふり返ったりするな
ど、科学的に探究しようとしてい
る。

単元２　生命の連続性 理科の見方・考え方をはたらか
せて、身近な生物についての
観察・実験を通して、生物の成
長とふえ方の特徴や、遺伝の
規則性、および長い時間の経
過のなかで生物は変化して多
様な生物の種類が生じてきたこ
とを見いだして理解させるととも
に、思考力、判断力、表現力な
どを育成することが主なねらい

生物の成長とふえ方に関する
事物・現象の特徴に着目しなが
ら、細胞分裂と生物の成長、生
物のふえ方についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。

生物の成長とふえ方について、
観察、実験などを行い、その結
果や資料を分析して解釈し、生
物の成長とふえ方についての
特徴や規則性を見いだして表
現しているとともに、探究の過
程をふり返るなど、科学的に探
究している。

生物の成長とふえ方に関する
事物・現象に進んでかかわり、
見通しをもったりふり返ったりす
るなど、科学的に探究しようとし
ている。

単元１　化学変化とイオン 化学変化について見通しをもっ
て観察、実験などを行い、イオ
ンと関連つけてその結果を分
析して解釈し、化学変化におけ
る規則性や関係性を見いだし
て表現するとともに、探究の過
程を振り返らせることができる
ようになる。また、レポートの作
成や発表もできるようになる。

化学変化をイオンのモデルと関
連づけながら、原子の成り立ち
とイオンについて基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに、科学に探究するた
めに必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけてい
る。。
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単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

「運動の規則性」「力のつり合い
と合成・分解」「力学的エネル
ギー」について、見通しをもって
観察、実験などを行い、その結
果を分析して解釈し、物体の運
動の規則性や関係性を見いだ
して表現しているとともに、探究
の過程をふり返るなど、化学的
に探究している。

「運動の規則性」「力のつり合い
と合成・分解」「力学的エネル
ギー」に関する事物・現象に進
んでかかわり、見通しをもった
りふり返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

単元４　地球と宇宙 身近な天体観測の観察記録や
資料をもとに、宇宙の広がりと
太陽などの構成と惑星のちが
い、太陽系の構造と地球の運
動と天体の見え方についての
理解できるようになる。

身近何天体とその運動に関す
る特徴に着目しながら、「月や
太陽の表面のようす」「日周運
動と自転、年周運動と公転」
「太陽系と恒星」についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的
に探究するために必要な観察、
実験などにかんする基本操作
や記録などの基本的な技能を

「月や太陽の表面のようす」「日
周運動と自転、年周運動と公
転」「太陽系と恒星」について、
天体の観察、実験などを行い、
その結果や資料を分析して解
釈し、太陽系と恒星についての
特徴や規則性を見いだして表
現しているとともに、探究の過
程をふり返るなど、科学的に探
究している。

「月や太陽の表面のようす」「日
周運動と自転、年周運動と公
転」「太陽系と恒星」に関する事
物・現象に進んでかかわり、見
通しをもったりふり返ったりする
など、科学的に探究しようとして
いる。

単元３　運動とエネルギー 運動の規則性やエネルギーの
基礎を、身のまわりの物体の
運動などの観察や実験を通し
て、見いだすことがねらいであ
る。目に見える物体の運動にお
ける速さについての定義をして
から、速さの変化と力のはたら
きとの関係、目には見えない合
力・分解や慣性をあつかい、身
近な所にあるエネルギーに目を
向けるようになる。運動エネル
ギー・位置エネルギーと力学的
エネルギーをあつかい、理科に
おける仕事についての概念を
段階的に形成し、理解できるよ

「運動の規則性」「力のつり合い
と合成・分解」「力学的エネル
ギー」を日常生活や社会と関連
づけながら、運動の速さと向
き、力と運動についての基礎的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。

単元５　地球と私たちの未来の
ために

エネルギー資源の有効利用の
重要性や、科学技術の発展の
過程や科学技術が人間生活に
貢献してきたことの認識を深め
るとともに、自然界における生
物相互の関係や自然界のつり
合いについて理解させ、地域の
自然災害をとり上げ、自然と人
間のかかわり方について認識
を深めさせ、自然環境の保全と
科学技術の利用のあり方につ
いて、科学的に考察し、適切に
判断する態度を養う。

日常生活や社会と関連づけな
がら、「自然界のつり合い」「自
然環境の調査と環境保全」「エ
ネルギーとエネルギー資源、そ
の他の物質の利用」「資源環境
の保全と科学技術の利用」につ
いての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的
な技能を身につけている。

「自然界のつり合い」「自然環境
の調査と環境保全」「エネル
ギーとエネルギー資源、その他
の物質の利用」「資源環境の保
全と科学技術の利用」につい
て、身近な自然環境などを調べ
る観察、実験などを行い、自然
環境保全のあり方について、科
学的に考察して判断しているな
ど、科学的に探究している。

「自然界のつり合い」「自然環境
の調査と環境保全」「エネル
ギーとエネルギー資源、その他
の物質の利用」「資源環境の保
全と科学技術の利用」に関する
事物・現象に進んでかかわり、
見通しをもったりふり返ったりす
るなど、科学的に探究しようとし
ている。


